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　3 月は各グループの IM に参加する機会が多かっ
たのですが、米山記念奨学生の修了式など、3 月
ならではのイベントもありました。また、少し前
の話になりますが 2 月 21 日から 2 泊で国際奉仕
部門の検証ツアーに参加しました。D.3800（メト
ロマニラ地区）との交流会や、フィリピンの RC が
当地区以外のクラブと実施している奉仕活動の現
場を視察させていただくことが出来て大変有意義
でした。国際奉仕部門からの報告は来月になりま
すが、機会があれば感想など詳細を報告したいと
思っています。

　ご存知のように国際ロータリーは、4 月をロータ
リー財団の重点分野である「母子の健康」の月間
に定めました。ロータリーは、母子の健康を改善
し、5 歳未満の幼児の死亡率を減らすための活動
と研修を支援しています。ロータリー財団は、ロー
タリアンが以下の形で、母子の健康を改善するの
を支援します。
1. 5 歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。 
2. 妊婦の死亡率と罹患率の削減。 
3. より多くの母子に対する基本的な医療サービス

の提供、地域社会の医療／保健関係のリーダー
と医療提供者を対象とした母子の健康に関する
研修 

4. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくこと
を目指す専門職業人のための奨学金の支援。 

そして、ロータリー財団は「母子の健康」の範囲
内にある活動とみなす 20 項目を、具体的に列挙し
ています。6つの重点分野の中で「母子の健康」と「疾
病予防と治療」が最も具体的な項目数が多い分野
となっています。その中には、
・妊婦のケア（健康管理や検診） 
・ 妊婦に対する出産・分娩サービス 
・ 避妊手段に関する教育と利用、家族計画および（ま

たは）疾病予防・減少への取り組み（エイズと
HPV ウィルスを含む） 

・ 母乳の奨励、および栄養失調を予防するための介
入 

など、クラブで具体的に取り組めるようなテーマ

「母子の健康」月間に
因んで

2015 － 2016 年度
国際ロータリー
第 2770 地区ガバナー
井原　實 ( さいたま新都心 RC)

が含まれています。
　当地区では母子の健康に関して、グローバル補
助金を使った事業を実施した経験はありませんが、
米国サンディエゴ地区（D.5340）のデルマー RC
が、エチオピアの新生児死亡率を低下させる、グ
ローバル補助金を使った大規模な VTT 事業（総額
20 万ドル、当地区は 15,000 ドル）にインターナ
ショナルパートナーとして 2015 年から参加して、
補助金の使い方を学んでいます。
　エチオピアの新生児の死亡率が他国に比べて高
いのは、新生児蘇生技術と、その後のケアをする
技術のある助産師が少ないからです。蘇生技術を
持っている助産師が出産に立ち会えるのは、全出
産の 10%程度です。デルマー RC はエチオピアの
大学の医学部に VTT を派遣し、新生児蘇生術を看
護師に教える教育コースを開発します。
　当該プログラムは大学の教育コースとなるの
で、エチオピアの大学教員がエチオピアの看護師
や学生に教育します。教育コースの開発を完了し
た後は、教育コースのブラッシュアップと、エチ
オピアの 6 つの大学に教育コースを横展開します。
VTT はポイント、ポイントで現地を訪問し、教育
やトレーニングを実施します。また、本事業では
プログラムに必要な機材の提供もします。こうし
て、5-10 年後にはエチオピア国内に新生児蘇生が
出来る看護師が配備され、エチオピアの新生児死
亡率を低下させます。

　グローバル補助金を使うと、このように 1 つの
国全体に影響を及ぼすような事業も展開出来ます。
クラブの英知を集めて、夢のある事業を企画、実
施して下さい。
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第１グループ ガバナー補佐　遠藤 正明
第２グループ ガバナー補佐　田中 　豊

　去る 2 月 12 日（金）、浦和ロイヤルパインズホ
テルに於いて第１グループと第２グループ合同の
IM が、さいたま市の清水市長や井原實ガバナー他
多数のご来賓にご出席を賜り、盛大に開催されま
した。今までは土曜日に開催するのが通例でした
が、平日の金曜日の方が参加者数が増えるのでは
ないかとの期待を持って試験的に金曜日開催を実
施しました。今回は「街に明かりを  ロータリー」
という IM のテーマの下、明るく楽しくなる IM を
目指し、我々ロータリアンの努力で地元さいたま
市の街を明るく照らしてしまおうとの意気込みで
IM を計画しました。
　開会に先立ち、故濱野英美直前ガバナーに対す
る黙祷が行われました。
　今回の IM の記念事業としては、米山記念奨学
金やロータリー財団への寄付の他に、さいたま市
の「日本一の桜の回廊づくり」に賛同し寄付を行
いました。これはさいたま市に 20km を超える日
本一の桜回廊をつくろうというもので、今回の IM
のテーマにピッタリの企画だと思います。
　第一部 式典では元気で明るい前東北楽天ゴール
デンイーグルズ監督のデーブ大久保氏に講演をい
ただきました。大久保氏の実体験に基づいた説得
力のある話は、時には笑いや涙を誘い、時には深
い感銘を与える素晴らしいもので、1 時間の講演
がとても短く感じられました。
　第二部 懇親会ではフットボールエンターテイメ
ント集団「球舞」によるパフォーマンスが披露さ
れ、超人的なテクニックに魅了されました。続い
てクラブ対抗カラオケバトルが行われ、第１・第
2 グループの 10 クラブからの代表選手たちが日頃
鍛えた喉を競いました。代表選手達は衣装やダン
スに加えてかなり凝った演出を用意して、観客を
大いに湧かせました。機械による採点だったので
すが、信じられないような高得点が続出。第 1・
第 2 グループの歌唱力のレベルの高さが証明され
る結果となりました。尚、デーブ大久保氏も第二
部まで残ってくれて、得意の喉を披露してくれま
した。
　出席者全員が楽しいひと時を共に過ごしていた
だき、思い出に残る有意義な IM になったと思い
ます。ご出席下さいましたご来賓の方々と会員の
皆様、そしてこの IM の準備をしてくれた IM 実行
委員の皆様に心より感謝申し上げ、IM の報告とさ
せていただきます。

国際ロータリー第 2770 地区　第 1･2 グループ
合同インターシティミーティング
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　第 5 グループの IM は「明日のプレゼントは？」
をメインテーマに上尾北ＲＣをホストクラブに来
賓並びに参加８ＲＣメンバーの参加を得て開催さ
れた。

第Ⅰ部　式典 　点鐘　13:00　　
　ＩＭは都市連合会と訳され、「近隣のクラブが集
まって共通のテーマで語り合い、ロータリー情報
及び教育の手段として研究・討議する会合」と規
定されています。来賓の井原 實ガバナーからいた
だいた挨拶の一文です。
　ＩＭは全員出席という義務があります、理由は
地域の仲間が親睦を深め絆を強くする、ロータリー
のプログラムを勉強する、地域の為に各クラブが
どんな奉仕活動を展開していのか、問題点を共有
し中味のある奉仕活動を行う事。そこで上尾北Ｒ
Ｃはこれから展開される奉仕活動をテーマ「明日
のプレゼントは？」とし、研究・討議の場を設け
ました。そして第５グループ ９クラブの発表は、
次年度会長エレクトによる明日に向けての奉仕活
動を 5 分の持ち時間で発表を行った。
　地区研修リーダー大塚信郎パストガバナーから
所感と総評をいただき第Ⅰ部の閉幕となった。　
　　　　　　　　　　　　　　　
第Ⅱ部　記念講演　　 14:40
　記念講演として　東京大学名誉教授 姜 尚中（カ
ン サンジュン）先生をお招きし「地域再生と新世
代育成」を題として講演をいただいた。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第Ⅲ部　懇親会　　　16:20
　第Ⅰ , Ⅱ部の緊張から解放され、永島輝一郎パ
スト分区代理に挨拶をいただき懇親会が始まった。

国際ロータリー第 2770 地区　第５グループ
インターシティミーティング 第５グループガバナー補佐

大國 　博（上尾西ＲＣ）

　ジャズ演奏の楽器の音色とともに非日常的な雰
囲気に包まれた懇親会場では会話が弾み時間の過
ぎるのを忘れさせた。
　懇親も深まり、大貫 等次年度ガバナー補佐 ( 上
尾西ＲＣ ) より次年度会長・幹事の紹介を行った。 
　締めは大塚信郎パストガバナーの歌声とともに

「手に手つないで」が始まり、合唱をしながら和気
藹々に無事閉会した。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業
の一つとして 1970 年 に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2
万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版
先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承り
ます。また、一部資料はホームページで PDF もご利用い
ただけます。

「職業奉仕を学ぶ」
◎「会社は誰のものか」　深川純一　2015　16p　　　（職
業奉仕を学ぶ）
◎「企業の社会的責任 (CSR) について」　安平和彦　2015
　10p    （職業奉仕を学ぶ）
◎「職業奉仕月間に思うロータリーのこころ」　中谷研一
　2016　3p     （D.2550 月信） 

◎「職業奉仕月間について思う事」　梅津敏光　2016　1p
　　（D.2800 月信）
◎「職業奉仕活動の実例」　保延輝文  2016　2p　　　

（D.2820 月信）
◎「職業奉仕月間に因んで　新入会に向けて」　福田武男  
2015　4p     （D.2510 月信）
◎「 職 業 奉 仕 に つ い て 」　 岩 田 勝 美　2016　1p　　　

（D.2630 月信）
◎「『四つのテスト』は職業奉仕の哲学」　坂本俊雄　
2015　3p （ロータリーへの私の想い）
  ［上記申込先：ロータリー文庫 ]
ロータリー文庫　〒 105 － 0011
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

文庫通信（342 号）
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　２月 20 日 ( 土 ) 第 7 グループのＩＭは蓮田市の
魚庄別館において、15 時 30 分より第１部、２部、
３部構成で開催致しました。
　中野蓮田市長、井原ガバナーを始め、同期のガ
バナー補佐７名にもご出席を賜りました。
“ 未来に向かって進化、そして今を楽しもう ” をテー
マに第１部は開会セレモニー、来賓挨拶、ご祝辞
をいただき、第 7 グループ５クラブ会長からの事
業報告には熱い素晴らしい活動報告が次々とあり
ました。
　第２部は基調講演として、地区内県立白岡高校
野球部監督の鳥居俊秀先生に「県立の弱小チーム
が決勝戦進出 ?　進化への道のり」 として、昨夏の

国際ロータリー第 2770 地区　第７グループ
インターシティミーティング 第７グループガバナー補佐

近藤 敬男（蓮田ＲＣ）

ＩＭレポート

甲子園にあと一歩と迫った、ノーシードからあっ
と言わせたと、あの感動が思い起こされました。
　第３部は懇親会です。ボーカル、バイオリン、
ピアノの女性トリオ “ ペタルス ” による音楽の夕べ
としてスタートし、高浜パストガバナーの乾杯に
より和気藹藹とした雰囲気の中でグループ内各ク
ラブの皆様と懇親を深める楽しいひとときを過ご
し、“ 手に手つないで ” を全員で大合唱した時には
20 時となり、ＩＭを終了となりました。
　最後に、ご来賓、各クラブの皆様、そして八鍬
実行委員長、ＩＭ実行委員の皆様及び事務局に心
より感謝を申し上げ、報告とさせていただきます。

コーディネーターニュース　2016 年４月号 
第３ゾーン ロータリーコーディネーター補佐　横山 守雄

　RI シニアリ－ダ－や各地区のガバナ－が毎年度、
本年度は「会員純増」目標として、各クラブ１名と
か２名、或は３％とか５％といった数値目標を掲げ
て参りました。しかしながら、達成が簡単と思われ
るようなこの様な数値目標が、過去１０年スパンの
日本の会員数動向を見ますと、実際には達成が難し
く、長期的にはマイナストレンドが続いています。

　ロータリ－のトップリーダ－としては、その立場
上、会員増強の毎年度の数値目標を掲げないわけに
はいかないことは理解できますが、その純増に必要
な数名をなぜ達成出来なかったのか、その分析と今
後達成可能な方法論を示せなかったことが、結果的
に継続的な純減を招いたとも言えます。

　会員増強がトップリ－ダ－の掛け声だけで達成で
きたのは過去の産物かもしれません。日本では少子
高齢化社会が早いスピ－ドで進行してゆきます。働
き手の 65 歳以下の職業人は 10 数年後には３人に
１人となります。その様な変化が激しい現代社会で
は、特に若年層の生活感が多様化しています。ジョ
ン・ジャ－ム RI 次年度会長は、会員 51 名以上のク
ラブにおいては 40 歳以下の会員を４名以上、50 名
以下のクラブでは２名以上入会出来るようにしてく
ださいと提唱されていますが、果たしてクラブ運営

費が高い日本の都市型クラブへ入会可能な若年層の会
員候補者が何名あるかです。各クラブの現状では高い
ハ－ドルと思われます。

　会員基盤を強化するには、各クラブが従来のクラブ
運営方法やコストなどの基礎的な条件を見直し、若年
層の人々が入会出来るように「クラブの体質」そのも
のを徐々にでも変えて行かなければクラブ会員の高齢
化が進む一方で、会員の若返り、世代交代が停滞しま
す。

　各クラブの「インフラ整備」なくして会員増強はあ
り得ない時代になっているのではないでしょうか。し
かしながらロータリークラブの運営管理システムは

「単年度制」ですから、クラブの「インフラ整備」に
は少なくとも３－５年間のスパンで継続的に整備して
行かなければ、成果が表れてきません。急がば回れで
す。

　第 2660 地区においては、この様な考え方をベース
に81の各クラブが「クラブ戦略計画委員会」を立上げ、
各クラブ独自の中長期の戦略計画の立案と推進を図る
べく取組んでおります。本年度中に既に７８％のクラ
ブが「クラブ戦略計画委員会」立上げておりますので、
数年以内に全クラブによる Bottom-up の力で会員基
盤が強化される方向へ進むことを期待しております。
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　第 11 グループの IM は、平成 28 年 2 月 20 日
川口駅前市民ホールフレンディアにて行なわれま
した。12 時受付開始後、埼玉ゆずロータリークラ
ブによる「ポリオ撲滅チャリティ呈茶」により幕
が落とされました。和服姿の女性ロータリアンに
よるお点前は、なかなか盛況で、用意された 50
名分のお茶はあっという間に売り切れてしまいま
した。
　当日のプログラムは、第 1 部　本会議、第 2 部
　（株）パン・アキモト代表取締役　秋元義彦氏に
よる IM 講演会、第 3 部　懇親会となっております。
　第 1 部、本会議では、点鐘後、国歌斉唱・奉仕
の理想と続き、濱野直前ガバナー、川口ロータリー
の河合仲子物故会員の黙祷が行われ、改めて健康
の大切さを痛感いたしました。その後、奥ノ木川
口市長・井原實ガバナー・田村パストガバナーの
挨拶と続きましたが、特に田村パストガバナーに
は「IM の意義について」わかりやすく語っていた
だきました。
　各クラブの奉仕活動の発表は、それぞれ特色あ
る内容となっており、他クラブでどんな事をやっ
ているのか情報交換になったと思います。当日は
第 7 グループの IM と重なっており、ガバナー講
評まで間に合うかどうか心配でしたが、スケジュー

国際ロータリー第 2770 地区　第 11グループ
インターシティミーティング 第 11 グループガバナー補佐

峯　 勉（川口シティ鳩ヶ谷ＲＣ）

ル通り進行し、講評をいただきました。
　第 2 部　IM 講演会での秋元氏とは、前年度クラ
ブの親睦旅行の際、那須の本社の見学に行ったと
き知り合いました。救缶鳥という、災害備蓄食と
してのパンの缶詰が、国内はもとより、海外の災
害救援物資や、飢餓対策にも使用されており、い
わば、職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕を 1 人でやっ
ている方で、私たちロータリアンの奉仕活動にも
大いに参考になると思い、講演を依頼しました。
また、備蓄パン缶詰の IM バージョンを作成し 400
セット販売いたしました。
　第 3 部　懇親会には秋元社長も出席いただき、
また多くのロータリアンも出席くださいまして、
大変盛況であったと思います。
　今回の IM に際して多くの方々のご協力に感謝い
たします。

備蓄パン缶詰
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　２月 13 日 ( 土 ) 午後２時、穏やかで暖かさを感
じるほどの良い天気に恵まれた中、第 12 グループ
のＩＭが点鐘されました。御来賓は、井原ガバナー、
神保戸田市長様、そして田村 PDG に第 11 と第 12
グループのガバナー補佐経験者の皆様で、17 名を
お迎えいたしました。井原ガバナーには、この日
ロータリーのスケジュールがたくさんある中、無
理をして来て戴きまして誠にありがとうございま
した。今回のＩＭの会場設営は、全員出席戴いた
ＩＭ実行委員会の 21 名の方々と、戸田イブニン
グのメンバーとで行いましたが、予定していまし
た時間よりそれは早く出来上がりました。皆様の
ご協力とご活躍に感激し、感謝の気持ちで一杯に
なっていました。本当にありがとうございました。
　ＩＭの構成ですが、前半は基調講演会、後半は
懇親会になります。基調講演を戴いた先生は星野
文紘氏です。出羽三山神社責任役員理事、出羽三
山神社祝部総代、明治大学野生の科学研究員など
を務められ、羽黒山修行の最高の修行である「冬
の峰百日行」の松聖を務めます。淡路島など他県
の山でも山伏修行を行い、全国各地で山伏の知恵
を活かすべく生き方のトーク活動を「羽黒山の辻

国際ロータリー第 2770 地区　第 12グループ
インターシティミーティング 第 12 グループガバナー補佐

奥墨 敏郎（戸田イブニングＲＣ）

説法」として展開している 70 歳の強い山伏です。
　講演の始まりは、蕨クラブの中村泰司さんの法
螺貝を先頭に、戸田イブニングの土屋汎さん、戸
田クラブの赤塚光朗さん、戸田西クラブの鈴木茂
伸さんの山伏が続きます。しばらく迫力の法螺貝
の音他を聞いていました。それが終わると先生の
お話を約一時間聞かせてもらいました。今、日常
の生活の中では、私たちの環境は私たちをとても
優しく守ってくれています。そんな中にいます私
たちには、いつも全身で山にぶつかり、全身で考
えるのでなく全身で感じている先生のお話は、きっ
と会場の皆様の心に何かが残ったはずです。今回
は講演は、ロータリアンだけでなく、大勢の一般
の方々にも聞いて戴くことができました。これも
今回のＩＭの成果の一つです。懇親会は田村亮夫
PDG のご挨拶で始まり、とても賑やかに行われ、
面識を広め、より深く親交を交わすことができ、
ＩＭの目的もしっかり達成できました。
　もう一度このＩＭにご協力を戴いた全ての皆様
に御礼を申し上げ、報告とさせていただきます。
ありがとうございました。
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青少年交換委員会

　３月４日朝６時 30 分、南浦和駅集合。ほとん
どの学生が遅れずに来て、無事出発。
　３年前、故武渕委員長の時の
旅行では、勝手に途中でトイレ
に行く学生がいて、危うく飛行
機に乗り遅れそうだったのを思
い出した。
　10 時ごろ、飛行機上空から富
士山見学。
　広島空港で降りた時は大雨
だったが、皆さんの日頃の行い
が良かったせいか、厳島神社到
着時には晴れ。
　途中で、名物「焼き牡蠣」を
美味しくいただく。広島平和記
念資料館は、原爆の恐ろしさを
後世まで伝える施設であり、来
日学生は真剣に見入っていた。
  ３月５日、広島球場を右に見
て新幹線で出発。快晴。黒田官
兵衛が誕生し、また、千姫が住
んだことでも有名な姫路城見学。
世界文化遺産にも登録されてい
る。
　天守閣６階まで登って戻って
くると１時間かかる。骨折して
松葉杖のヤコブ ( デンマーク ) が
歩くのを、リク ( フィンランド )
がリーダーシップを取ってフォ
ローしていた。
　高速のサービスエリアで、来
日学生各自に千円渡して昼食購
入。食事を全て旅行会社で手配
してもまったく食べない学生が
必ずいるので、たまには好きな
ものを買って食べてもらおうと
いう旅行会社の粋な計らいであ
る。
　午後は、奈良に入る。東大寺
大仏殿での学生の人気は、大仏
殿の中での「柱くぐり」。 
　長蛇の列、数名が参加。奈良
公園では、鹿せんべいを持って
いるがために、数頭の鹿に舐め
回されている学生もいた。
　清水の舞台は、いつ見ても素
晴らしい景観だ。拝観後、清水
焼を鑑賞してバスに乗る。 

　３月６日 ( 最終日 ) 太秦映画村
で、来日学生全員、忍者、新撰組、
舞妓、他様々なコスチュームを

広島、京都、奈良旅行に付き添って　
　　　　 青少年交換委員長 

井上　 亮（幸手中央ＲＣ ）
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青少年交換委員会

つけて写真撮影。学生は皆、笑
顔、笑顔 ......。
　金閣寺で集合写真、15 時 26
分の京都発の新幹線で帰途につ
く。

　今回は、2550 地区 ( 栃木県 )
から６名参加 ( 青少年交換学友
２名、来日学生４名 )。青少年交
換学友も含めて、学生全員、楽
しい思い出を作れた様子であっ
た。次年度以降も 2550 地区と
の交流が続けば幸いである。

　添乗員も含めて 36 名の大旅
行だったが、全員怪我もなく、
無事東京駅に到着することがで
きた。

土木工事の建機リースの役割
山内 一浩（浦和 RC） 　今回、私の主な生業であ

る建機リースの納入してい
る工事現場の中でも、都市
土木における建機リース（特
に弊社で取り扱っている 5
ｔ未満のクローラクレーン）
の役割について、ご紹介し
ていきたいと思います。　
　昨今の首都圏における都
市土木工事は東京外環道・
大泉～東名間の工事にも見

られる大深度で大断面のシールド工事やＪＲ、民
間鉄道会社による、連続立体工事等で複層した地
下構造物の状況での新設など、年々その施工する
環境は厳しくなっております。このような現場の
おかれた条件での施工には、弊社で保有している
機械が威力を発揮いたします。例としましては京
王線調布駅付近連続立体、小田急東北沢、世田谷
代田付近連立工事、東急東横線代官山付近連立等
は営業線の直下に構造物を構築していく工事で、

これには既設の営業線路を仮受する段階からミニ
クローラクレーンが必要不可欠でありました。
　上記の工事の特徴は営業線直下での駅間のシー
ルド工事で、特に１台のシールドマシンを同一の
立坑から発進し掘進しシールドマシンを回転させ
る回転立坑から発進した立坑へ逆に掘進して到達
させるという技術が特筆される点です。
　他も東京外環道では内外廻り３車線の道路が仕
上がりですので、直径約 16 ｍ大断面で東名からは
大泉方面へ約９km、大泉から東名方面へ約７km
掘進し地中で接合させる計画です。
　ジャンクションは地中拡幅部といって非開削で
工事を進めます。この技術は首都高中央環状線で
培ってきた技術の応用です。このように昨今の土
木工事は凄まじい技術開発によって工期短縮、コ
スト低減で行っております。2020 年の東京オリン
ピックに向けて、更なる技術革新があるものと思
われます。弊社としましても、その工事の一助と
なるよう努力してまいります。

職奉ニュース
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米山記念奨学会

　３月 13 日（日）午後１時より “ ラフレさいたま ”
に於いて米山記念奨学部門の『修了式』が開催さ
れました。ご来賓、大学教職員、地区役員、各ク
ラブ会長、幹事、米山委員長、カウンセラー、そ
して米山奨学生、米山学友等、総勢 152 名という
例年をはるかに凌ぐ多くの皆様にご参加頂きまし
た。誠に有難うございました。

　第 1 部では井原實ガバナーから米山記念奨学生
への終了証の授与、大塚信郎担当諮問によるカウ
ンセラーへの感謝状贈呈、そして修了生による奨
学生最後のスピーチが行われました。

　第 2 部では大学の指導教員の皆様や金海峰学友
会会長から修了生に対してお祝いと激励の言葉を
いただきました。

　奨学生のスピーチは、部門の公式行事ではこれ
が４回目ですが、その他に卓話や世話クラブでの
挨拶などスピーチ機会が皆無だった奨学生にとっ
ては貴重な機会だったようです。
　入学当初、不慣れだったスピーチも、堂々とし
たものになり、優秀だった日本語能力にも更に磨
きがかかり、そして何よりロータリーの心を学び、
日本人より日本人らしい振る舞い・考え方を持っ
た奨学生が多く見受けられました。

米山記念奨学部門【修了式】　
　　　　 米山記念奨学部門委員長

堀田　 明（春日部西ＲＣ ）

　今年は「終了式」を「修了式」と表記させてい
ただきましたが多くのことを学ばれたと思います。
修了おめでとうございました。
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米山記念奨学会

　12 月 23 日（祝）午後 1 時より “ ラフレさいたま ”
に於いて米山記念奨学部門の『感謝の集い』が開
催された。

　第 1 部では、米山記念奨学生全員が奨学生生活
の感謝の意をスピーチし、カウンセラーへプレゼ
ントを贈呈した。

　第 2 部は、米山記念奨学生による活動紹介とア
トラクションだ。自国の民族衣装に着替えた奨学
生たちのファッションショーに会場は目を奪われ
た。そして全員で「ありがとう」を合唱。

　スピーチの中で奨学生たちがロータリアンや大
学の教授に向けた感謝の気持ちを伝えると、教授
たちも「奨学生のおかげで自分を磨くことができ
た」「行事に参加して米山事業の素晴らしさを知り、
改めてロータリアンに感謝」などの声が聞かれた。

　奨学生がロータリアンや教授に、教授が奨学生
やロータリー事業に、そしてロータリアンも奨学
生に感謝するという、文字通り感謝いっぱいの素
晴らしい集いになった。

　その後、サンタクロースに扮した井原實ガバナー
から奨学生と学友にチョコレートをプレゼントし
て会場を盛り上げた。

米山記念奨学部門【感謝の集い】
　　　　 米山記念奨学部門委員長

堀田　 明（春日部西ＲＣ ）
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クラブ便り

「国際奉仕事業報告」
　2 月 3 日水曜日より 2 月 6 日土曜日まで国際奉
仕活動としてフィリピン・マニラ近郊にあります
RESPS という中学・高校に行ってきました。
　参加者は越谷 RC メンバー 9 人と婦人 1 名の計
10 名です。
　昨年８月末に事前調査として学校を訪れた際、
学校設備のうち天井付け扇風機・照明器具・黒板・
生徒の机と椅子が壊れていたり痛みがひどかった
りしました。これらのうち最も改善してほしいも
のを尋ねたところ扇風機を付けてほしいとのこと
でした。常夏のマニラでは扇風機なしでは勉強ど
ころでないのは強く感じました。
　そこで地区補助金を用いた国際奉仕事業として
40 台の据え付け扇風機及び設置に必要な電線・ス
イッチを贈ることにしました。贈った扇風機は 11
月の末に学校に届けられ、生徒たちの手で（電気
科の生徒）取り付けられました。
　2 月 5 日、我々が学校につくと門をくぐる前か
ら音楽と歌が聞こえてきました。入口で一人一人
にレイがかけられ、歓迎式典の会場に
入りました。小さな校庭では生徒た
ちによる歌と踊りが繰り広げられて
いました。
　式典は厳かな国旗の掲揚から始ま
り国歌が斉唱されました。我々一人
一人が紹介され、歓迎のあいさつが
ありました。訪問団を代表して瀧田
会員からのあいさつがありました。
次に澤田会長からのメッセージが安
濃幹事から紹介され、吉澤会員が英
訳しました。その後、歌や踊りの歓
迎行事が続き、我々一人一人に感謝
状と生徒たち手作りの BOX とココ
ナッツから作った石鹸、編み物と組
み合わせたキーホルダーをいただき
ました。
　式典後みんなで記念写真を撮り、
その後校内を見学しました。取り付
けた扇風機は快調に働いており、生
徒さんの学習環境を確実に改善して
いるようでした。
　参加者からも大変感動したとの言
葉をいただき、この事業の意味と価
値を再認識させられました。

越谷 RC　国際奉仕委員長
　澤石 順一
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「春日部 RC活動報告」
「自然はっけん塾」開催

　春日部ロータリークラブ（寺門孝彦会長）
は『春日部子ども達の心の杜づくり事業』
として「自然はっけん塾」Part5 を実施。昨
年７月 28 日からエンゼル・ドーム（春日部
市第一児童センター＝坂巻麻美子館長）で
スタートしました。同クラブの社会奉仕委
員会（滝澤英明委員長）が主催し、㈱こど
もの森「エンゼル・ドーム指定管理者」（坂
巻麻美子館長）との共催、春日部市の後援
事業、協力団体として埼玉県生態系保護協
会春日部支部（三好あき子支部長）、牛島ワ
ンダーランド（北村智子代表）、倉松川を愛
する会（内山裕幸会長）の協力で、今年４
年目を迎えました。今回は牛島ワンダーラ
ンドの協力を得て「冬鳥の足型をとろう」
にチャレンジ。曇天のエンゼル・ドームを
出発して、大落古利根川河川敷で開催され
ました。地域の子どもたちとの交流が図れ、
イメージアップには絶好の機会となりまし
た。このような活動は、ロータリーの存在
が地域に理解していただけるチャンスだと
思います。

植樹から 10 年。河津桜満開！
　春日部ロータリークラブ（寺門孝彦会長）
が、平成 18 年５月 21 日（染谷英壽当時会長）
に埼玉県春日部市不動院野旧倉松川第二調
節池付近の堤防に、奉仕活動として春日部
市との話し合いにより記念植樹した、河津
桜が満開を迎えています。鮮やかな桃色と
晴れわった青空が心を和ませてくれます。
河津桜（かわづざくら）は、静岡県賀茂郡
河津町で毎年２月上旬から咲き始め約１カ
月にわたり咲く早咲きの桜です。カンヒザ
クラとオオシマザクラの自然交配と考えら
れています。

第 43 回古利根川清掃活動
　春日部ロータリークラブ（寺門孝彦会
長）は３月６日（日）地域社会貢献活動と
して、春日部コミュニティ推進協議会主催
で行われている市の中心を流れる古利根川
右岸と左岸清掃を、同クラブ社会奉仕委員
会（滝澤英明委員長）が主体となり河川敷
に降りて空き缶や、たばこの吸い殻などの
収集を行いました。参加した 14 名の会員か
ら「年々、ゴミも少なくなっている」「清掃
活動に参加してくれる人も増えている」と
いうお話をお聞きしました。今年は 76 の団
体が参加しました。

春日部ＲＣ：小笠原 泰三

クラブ便り
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INFORMATION  

M･P･H･F（1）

佐藤　志郎
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

M･P･H･F（2）

坂下　昇平
（三郷）

平成 28 年 2 月 18 日

M･P･H･F（1）

小山　正人
（戸田イブニング）
平成 27 年 12 月 25 日

大口寄付 13,586 $

芝﨑　眞理
（川口）

平成 28 年 2 月 26 日

ベネファクター

遠藤　正明
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

ベネファクター

豊田　茂雄
（三郷）

平成 28 年 2 月 18 日

M･P･H･F（5）

熊木 正太郎
（川口北東）

平成 28 年 1 月 27 日

M･P･H･F（4）

成海　和正
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

P･H･F

平田　徳久
（越谷）

平成 27 年 11 月 25 日

M･P･H･F（2）

川田　康雄
（三郷）

平成 28 年 2 月 18 日

M･P･H･F（4）

栗原　種雄
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

M･P･H･F（3）

久下　良夫
（大宮北）

平成 28 年 1 月 19 日

M･P･H･F（5）

饗庭　英彦
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

M･P･H･F（2）

千代田 利光
（三郷）

平成 28 年 2 月 18 日

米山功労者マルチプル (7)

青木　　清
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

ベネファクター（3）

杉田　政男
（岩槻東）

平成 28 年 1 月 25 日

米山功労者マルチプル (6)

木村　二夫
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

米山功労者マルチプル (6)

櫻井　智之
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

米山功労者マルチプル (4)

土屋　　汎
（戸田イブニング）
平成 27 年 12 月 25 日

米山功労者マルチプル (4)

小池　史郎
（八潮みらい）
平成 28 年 2 月 5 日

米山功労者マルチプル (4)

川鍋　秀雄
（庄和）

平成 28 年 2 月 29 日

米山功労者マルチプル (3)

大熊　正行
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

米山功労者マルチプル (2)

会田　謙二
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

米山功労者マルチプル (2)

湯尾　茂夫
（桶川イブニング）

平成 28 年 1 月 29 日

米山功労者マルチプル (2)

佐藤　　齊
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

大口寄付 13,000 $

栗原　正博
（蓮田）

平成 28 年 3 月 11 日

米山功労者マルチプル (4)

成海　和正
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

メジャードナー（13）

芝﨑　眞理
（川口）

平成 28 年 2 月 18 日

メジャードナー（1）

塩川　通正
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

米山功労者マルチプル (8)

石井　知章
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日

米山功労者マルチプル (8)

細渕　力一
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

米山功労者マルチプル (7)

新井　　進
（越谷）

平成 27 年 11 月 25 日

大口寄付 14,310 $

浅水　尚伸
（越谷南）

平成 28 年 1 月 24 日

大口寄付 33.495 $

西　　幸治
（川口）

平成 28 年 2 月 24 日

米山功労者マルチプル (2)

国武　　充
（川口南）

平成 28 年 2 月 29 日

米山功労者マルチプル (1)

秋本　勇次
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

米山功労者マルチプル (1)

中澤　伸浩
（越谷北）

平成 27 年 11 月 26 日



⑭

INFORMATION  

平成 27 年 10 月 17 日入会

小林　三丈
（松伏）
㈱彩心式典

葬祭業

平成 28 年 1 月 14 日入会

岩林　誠一
（戸田イブニング）

日興サービス㈱
廃棄物処理業

平成 28 年 2 月 2 日入会

藤田　恵子
（岩槻東）

大同生命保険㈱埼玉支社
保険業

平成 28 年 2 月 2 日入会

小泉　　敏
（草加松原）
㈱サンスチール
銅製建具製造

平成 28 年 2 月 22 日入会

矢部　正博
（大宮西）

㈱ひかりプランニング
土地家屋調査士業

平成 28 年 2 月 22 日入会

田原　直樹
（大宮西）

田原総合法律事務所
弁護士業

平成 28 年 2 月 25 日入会

小林　　篤
（岩槻）
㈱本丸工業

建築業・足場工事

平成 28 年 3 月 1 日入会

鈴木　正広
（越谷）

㈱埼玉りそな銀行 越谷支店
都市銀行

平成 28 年 2 月 9 日入会

近藤　正成
（越谷）

日本ファクター㈱
ソーラーシステム工事業

平成 28 年 2 月 19 日入会

渡邉　一俊
（浦和）

㈱武蔵野銀行 浦和支店
地方銀行

平成 28 年 2 月 22 日入会

次郎丸 雄希
（大宮西）

次郎丸行政書士事務所
行政書士業

謹んでお悔やみ申し上げます。

北林　伸一 様
（越谷東）

平成 28 年 2 月 12 日
享年 77 歳

準米山功労者

大高　正美
（浦和南）

平成 28 年 2 月 23 日

準米山功労者

塚越　敏夫
（川口南）

平成 28 年 2 月 29 日

平成 28 年 3 月 7 日入会

神山　　透
（大宮西）

㈱埼玉りそな銀行 大宮西支店
銀行業

平成 28 年 3 月 3 日入会

尾崎　　康
（浦和中）
尾崎法律事務所

弁護士

平成 28 年 3 月 3 日入会

市ヶ谷 昌彦
（浦和東）

㈱市ヶ谷組
土木工事

平成 28 年 3 月 3 日入会

小越　朋樹
（八潮みらい）

㈱モアシステム
コンピュータシステム開発

平成 28 年 3 月 9 日入会

長谷川　剛
（大宮）

㈱ JTB 関東 法人営業埼玉支社
旅行業

平成 28 年 3 月 14 日入会

名苗 このみ
（大宮西）

㈲ SOWA
人材派遣業

平成 28 年 3 月 3 日入会

関口　英子
（戸田西）

日信商工㈱
工作機械

平成 28 年 3 月 7 日入会

松本　紘明
（戸田）

弁護士法人 戸田総合法律事務所
弁護士

生駒　賢治 様
（さいたま中央）

平成 28 年 2 月 21 日
享年 79 歳

日本語版
フェイスブック開設

　国際ロータリーの日本語フェイ
スブックページが開設されました

（アドレス：www.facebook.com/
rotaryjapan）。
　今すぐ「いいね！」をクリック
し、ポスティングをシェアして、
ロータリーの情報発信にご協力く
ださい。

　国際ロータリー世界本部
グローバルコミュニケーションズ

アジア地域担当チーム



幸手	 41	 1	 46	 1	 5	 3	 0	 89.13	 22	 9
蓮田	 52	 2	 54	 2	 2	 5	 0	 81.48	 46	 53
久喜菖蒲	 49	 4	 50	 4	 1	 5	 5	 87.72	 23	 26
栗橋	 9	 0	 10	 0	 1	 2	 2	 80.00	 51	 46
幸手中央	 27	 0	 29	 1	 2	 3	 3	 83.04	 38	 60
第７グループ計	 178	 7	 189	 8	 11	 18	 10	 84.27
越谷	 89	 6	 91	 5	 2	 6	 1	 77.97	 55	 27
越谷南	 55	 5	 54	 6	 -1	 6	 3	 82.25	 40	 36
越谷北	 57	 3	 56	 3	 -1	 6	 5	 76.33	 60	 48
越谷東	 48	 4	 49	 4	 1	 6	 1	 78.65	 54	 45
越谷中	 20	 1	 18	 1	 -2	 6	 2	 89.60	 20	 12
第８グループ計	 269	 19	 268	 19	 -1	 30	 12	 80.96
八潮	 39	 3	 35	 3	 -4	 5	 2	 96.92	 1	 4
八潮イブニング	 25	 0	 26	 0	 1	 3	 3	 77.79	 57	 28
草加中央	 23	 1	 23	 1	 0	 3	 1	 91.30	 15	 19
八潮みらい	 23	 0	 25	 0	 2	 7	 0	 91.04	 16	 10
草加松原	 33	 2	 34	 2	 1	 8	 1	 73.23	 67	 65
第９グループ計	 143	 6	 143	 6	 0	 26	 7	 86.06
吉川	 33	 2	 33	 2	 0	 3	 0	 83.60	 35	 44
三郷	 37	 3	 38	 3	 1	 5	 2	 77.53	 58	 39
三郷中央	 20	 1	 19	 1	 -1	 5	 1	 67.37	 71	 49
三郷ウェンズデー	 26	 4	 25	 4	 -1	 3	 0	 74.00	 65	 66
松伏	 14	 3	 15	 3	 1	 3	 2	 93.33	 6	 1
第 10 グループ計	 130	 13	 130	 13	 0	 19	 5	 79.17
川口	 79	 12	 80	 11	 1	 5	 0	 83.81	 34	 59
鳩ヶ谷	 22	 1	 22	 1	 0	 3	 0	 96.82	 2	 14
川口東	 21	 0	 23	 0	 2	 3	 1	 81.82	 41	 21
川口・鳩ヶ谷武南	 25	 2	 28	 2	 3	 3	 3	 77.90	 56	 37
川口モーニング	 27	 2	 26	 2	 -1	 7	 1	 92.30	 12	 25
川口南	 31	 5	 36	 5	 5	 3	 3	 69.11	 68	 70
川口シティ鳩ヶ谷	 17	 1	 16	 1	 -1	 3	 3	 85.72	 30	 24
埼玉ゆず	 12	 12	 12	 12	 0	 2	 2	 83.33	 36	 29
第 11 グループ計	 234	 35	 243	 34	 9	 29	 13	 83.85
戸田	 52	 5	 53	 5	 1	 3	 5	 78.82	 53	 50
蕨	 20	 1	 23	 2	 3	 3	 0	 85.40	 31	 16
川口西	 28	 4	 27	 4	 -1	 3	 1	 76.04	 61	 63
戸田西	 25	 1	 22	 1	 -3	 3	 1	 76.38	 59	 68
川口北	 21	 0	 21	 0	 0	 2	 3	 86.10	 29	 64
川口北東	 19	 2	 18	 2	 -1	 2	 0	 73.61	 66	 67
川口中央	 13	 3	 13	 3	 0	 5	 0	 90.00	 19	 20
川口むさし野	 16	 3	 15	 2	 -1	 5	 1	 93.33	 6	 51
戸田イブニング	 19	 0	 20	 0	 1	 2	 0	 94.73	 4	 31
第 12 グループ計	 213	 19	 212	 19	 -1	 28	 11	 83.82

	 		現在	 		内	 当月末	 		内	 	 目標	 通算
	 会員数	 女性	 会員数	 女性	 増減	純増	 入会	 出席率
地区合計	 2550	 186	 2604	 188	 54	 299	 146	 83.15

2015-2016 年度
２月	会員数及び出席率報告

クラブ名
7月 1日
現在
会員数

内
女性

当月末
会員数

増減
内
女性

目標
純増

通算
入会

当　月

出席率 順位

通算
出席率
順位

クラブ名
7月 1日
現在
会員数

内
女性

当月末
会員数

増減
内
女性

目標
純増

通算
入会

当　月

出席率 順位

通算
出席率
順位

浦和	 117	 2	 120	 2	 3	 10	 3	 81.05	 49	 40
浦和東	 85	 7	 88	 7	 3	 3	 3	 94.90	 	3			 3
浦和南	 27	 1	 26	 1	 -1	 4	 0	 93.27	 8	 5
浦和中	 37	 2	 41	 2	 4	 5	 4	 92.79	 10	 8
浦和ダイヤモンド	 25	 8	 21	 5	 -4	 5	 0	 86.25	 	28	 23
第１グループ計	 291	 20	 296	 17	 5	 27	 10	 89.65
浦和北	 74	 8	 83	 9	 9	 5	 10	 93.21	 9	 15
さいたま中央	 44	 2	 44	 3	 0	 3	 2	 87.41	 25	 32
浦和西	 20	 3	 19	 3	 -1	 3	 0	 68.42	 70	 33
浦和北東	 48	 5	 45	 5	 -3	 4	 0	 81.51	 45	 62
さいたま新都心	 38	 0	 38	 0	 0	 7	 1	 90.29	 18	 17
第２グループ計	 224	 18	 229	 20	 5	 22	 13	 84.17
大宮	 63	 0	 65	 0	 2	 3	 5	 84.38	 33	 41
大宮南	 39	 7	 38	 8	 -1	 5	 3	 81.58		 44	 42
大宮中央	 43	 1	 48	 2	 5	 2	 5	 83.10	 37	 54
大宮シティ	 77	 4	 75	 4	 -2	 4	 4	 82.33	 39	 58
さいたま欅	 22	 2	 24	 2	 2	 8	 4	 81.25	 47	 58
さいたま大空	 17	 7	 16	 6	 -1	 3	 2	 53.00	 73	 73
第３グループ計	 261	 21	 266	 22	 5	 25	 21	 81.44
大宮西	 89	 4	 103	 5	 14	 10	 19	 81.66	 43	 57	
岩槻	 22	 3	 23	 3	 1	 5	 1	 65.68	 72	 71
大宮北	 22	 1	 21	 1	 -1	 3	 0	 80.88	 50	 30
大宮東	 43	 0	 47	 0	 4	 3	 4	 87.42	 24	 55
岩槻東	 30	 3	 31	 4	 1	 3	 1	 91.31	 14	 13
大宮北東	 16	 2	 17	 2	 1	 5	 1	 79.42	 52	 69
第４グループ計	 222	 13	 242	 15	 20	 29	 26	 81.06
上尾	 37	 1	 37	 1	 0	 3	 0	 94.59	 5	 2
鴻巣	 23	 2	 22	 2	 -1	 3	 1	 86.36	 27	 7
桶川	 18	 0	 20	 0	 2	 3	 1	 91.57	 13	 56
上尾西	 45	 0	 45	 0	 0	 5	 3	 87.32	 26	 6
北本	 8	 0	 9	 0	 1	 3	 1	 89.28	 	21	 18
上尾北	 26	 0	 27	 0	 1	 3	 1	 92.45	 11	 11
鴻巣水曜	 32	 4	 31	 3	 -1	 3	 1	 84.67	 32	 35
桶川イブニング	 16	 1	 15	 1	 -1	 2	 1	 68.75	 69	 61
第５グループ計	 205	 8	 206	 7	 1	 25	 9	 86.87	
春日部	 36	 0	 36	 1	 0	 5	 0	 81.25	 47	 47
杉戸	 38	 1	 41	 1	 3	 4	 2	 74.39	 62	 52
春日部西	 30	 1	 30	 1	 0	 5	 3	 90.83	 17	 34
庄和	 22	 1	 22	 1	 0	 3	 0	 74.20	 63	 22
春日部南	 29	 3	 28	 3	 -1	 1	 1	 74.13	 	64	 38
春日部イブニング	 25	 1	 23	 1	 -2	 3	 1	 81.78	 42	 72
第６グループ計	 180	 7	 180	 8	 0	 21	 7	 79.43


